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試 験 種 別 試 験 科 目

線 路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、アクセス系ネットワークのディジタル化の概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

従来、アクセス系ネットワークは、アナログ電話サービスの提供が主体であったことからア

ナログ通信を前提として構築されてきた。しかし、ＩＳＤＮサービス等のディジタル通信サー

ビスの拡大に併せ、利用者宅から利用者宅までのエンド・ツー・エンドにわたってディジタル

化が進められ、アクセス系ネットワークにおいても様々なディジタル通信方式が用いられるよ

うになった。

アクセス系ネットワークのディジタル通信方式の一つとして、国内では、ＩＳＤＮ基本イ

ンタフェースサービスの提供のために、一般に、 (ア) が用いられてきた。このサービス

は、需要への即応性、経済性の面から、既存のメタリックケーブルを利用するもので、１バー

スト３７７ bit を１.１７８ ms で伝送するためＬＩ(Line Interface)点での物理的なインタ

フェース速度は、 (イ) kbit／s となる。

このほか、現在では、インターネット等によるデータ通信の普及に併せ、高速・広帯域なサ

ービスが求められるようになり、xＤＳＬといわれるメタリックケーブル高速ディジタル加入

者線方式が用いられている。普及の進むＡＤＳＬにおいては、上り数百 kbit／s 、下り数十

Ｍbit／s 以上の (ウ) のディジタルデータ通信も可能となっている。

また、ＩＳＤＮ一次群インタフェースサービスや高速ディジタル専用線サービスをはじめ

とした、高速・広帯域な通信サービス提供のために、アクセス系ネットワークにおいても光

ファイバ伝送方式が用いられている。光ファイバ伝送方式においては、ＳＳ・ＰＤＳなどの

(エ) 、ＳＴＭ・ＡＴＭなどの転送モード、ＴＣＭ・ＷＤＭ・ＳＤＭなどの双方向多重伝

送方式などが組み合わされ、様々な光アクセスシステムが用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ６４ ② ２線時分割伝送方式 ③ 対称形 ④ ルーチング

⑤ １２８ ⑥ エコーキャンセラ方式 ⑦ 独立形 ⑧ シーケンス

⑨ １９２ ⑩ 周波数分割伝送方式 ⑪ 非対称形 ⑫ ハイアラーキ

⑬ ３２０ ⑭ ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ ⑮ アクセス系ネットワーク構成
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(２) 次の文章は、光ファイバケーブルの品質、信頼性などについて述べたものである。

内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 光ファイバの機械的強度について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) で

ある。

<(オ)の解答群>

① ガラス特有の脆弱性のため、従来のメタリックケーブルでは、さほど問題となら
ぜい

なかった引張り強度を十分考慮する必要がある。
１

② 石英ガラスの引張り強度は、約３×１０ Ｎ/ｍｍ と小さく、鋼の 、銅、３ ２
１０

１
アルミニウムの 以下の強度である。

２
③ 光ファイバは、表面に傷があると、張力が加わった場合、ひずみが傷に集中し、

許容応力を超えると一気に破断する性質がある。

④ 光ファイバ全長にわたり確率的に存在する傷をあらかじめ除去し、光ファイバの

強度を保証するため、製造時にスクリーニング試験が行われている。

(ⅱ) 光ファイバケーブルに加わる伸びひずみについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 光ファイバに破断強度相当の張力を加えた際の伸び率は、５％以上で、銅・アルミニウム

とほぼ同等の値である。

Ｂ 光ファイバケーブルを布設する場合は、最大張力におけるケーブル構成材料の伸びを、弾

性限界内に抑える必要がある。

Ｃ 自己支持形の架空光ファイバケーブルは、支持線において張力を負担するため、一般的に、

テンションメンバは配置していない。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 光ファイバの心線接続について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) であ

る。

<(キ)の解答群>

① 心線被覆除去の際は、ファイバ表面に傷を付けないようにするため、ストリッパ

等の専用工具を用いることが望ましい。

② 光ファイバの切断では、切断面の均一さが接続損失に大きく影響するため、ガラ

ス切りの原理を応用した方法により滑らかな切断面を得ている。

③ 永久接続の一つである融着接続方法は、低損失、接続部の長期安定性などの観点

から優れており、その溶融方法としては、一般に、ＮＯ レーザが用いられている。２

④ 光ファイバ心線の融着接続後の補強には、引張り、曲げに対する強度が向上する

こと、強度及び伝送特性の経時変化が小さいことなどの条件を満たすものとして、

熱収縮スリーブ補強法、ホットメルト形補強法、モールド補強法などがある。

(ⅳ) 地下光ファイバケーブルのテンションメンバについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ テンションメンバは、ケーブルの成端方法、使用条件などにより、ケーブルの中心に配置

する方法、ケーブル内に分散して配置する方法、外被内に埋め込む方法などがある。

Ｂ テンションメンバの材料としては、鋼線、ＦＲＰ(Fiber Re-inforced Polyethylene)、高

強度繊維などがあり、誘導による影響のおそれのある区間では、主に、非金属のものが用い

られている。

Ｃ テンションメンバを配置し、ケーブルの許容張力を増大させることにより、ケーブル布設

長の長尺化が可能となっている。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバの長距離伝送特性について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

長距離伝送の制約要因となる光ファイバの (ア) 分散は、シングルモード光ファイバの

縮退した直交する二つの (ア) が、コアの非円性、材質のひずみ応力、布設された環境、

外力などにより、別々の群速度を持つことにより生ずる。

光増幅方式としては、ラマン増幅方式、希土類添加光ファイバ増幅方式などがある。長

距離伝送で使用される、希土類添加光ファイバ増幅方式の一つである (イ) 添加光ファ

イバ増幅器は、信号光の波長より短い波長の光を (ウ) 光とし、 (ウ) 光により、

(イ) 添加光ファイバのエネルギー分布を反転分布状態にして、その中に信号光を通過さ

せることにより誘導放出させて信号光を増幅する。また、光増幅方式は、コアにおける光のエ

ネルギー密度が (エ) ことから、波長多重伝送においては、非線形効果の影響を受けるた

め、その対策が採られている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ルビジウム ② 基準位 ③ 偏波モード ④ 変わらない

⑤ 高 い ⑥ 遷 移 ⑦ ルチウム ⑧ 縦モード

⑨ マルチモード ⑩ エルビウム ⑪ 横モード ⑫ セシウム

⑬ 半導体レーザ ⑭ 励 起 ⑮ 低 い ⑯ 変化する

(２) 次の文章は、信頼性用語について述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したも

のを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、これらの文章の表現は、

ＪＩＳ Ｚ８１１５｢ディペンダビリティ(信頼性)用語｣を参考にしている。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 信頼性の試験について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 加速試験は、アイテムのストレスへの反応に対する観測時間を増大し、又は与え

られた時間内のその反応を軽減するための、基準条件の規定値を超えないストレス

水準で行なう試験である。

② 限界試験は、使用できる限界を確かめるために行なう試験である。

③ スクリーニング試験は、不具合アイテム又は初期故障を起こしそうなアイテムの

除去又は検出を意図する試験又は試験の組合せである。

④ 受入れ試験は、顧客が設計又は生産ロットを受け入れる前に、ディぺンダビリ

ティ性能値を検証するための試験である。
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(ⅱ) 信頼性の設計用語について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ フェールセーフは、アイテムが故障したとき、あらかじめ定められた一つの安全な状態を

とるような設計上の性質である。

Ｂ ディレーティングは、信頼性を改善するために、過去の経験を基にして設計時に余裕をと

るための荷重(負荷)倍数である。

Ｃ フールプルーフは、人為的に不適切な行為又は過失などが起こっても、アイテムの信頼性

及び安全性を保持する性質である。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の文章は、ＱＣ手法について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適したものを、

下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) チェックシートについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ チェックシートを用いて日常管理を行う場合、点検対象、点検周期、点検日時、点検者名、

点検方法、点検項目、点検場所、責任者名などをチェックシートで明確にすると効果的であ

る。

Ｂ チェックシートの様式を作成する場合、点検項目と管理項目を明確にするため、トップダ

ウンで行うとよいといわれる。

Ｃ チェックシートにより集計したデータは、グラフ・図表に表すと異常なデータや状態を把

握しやすいといわれる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) 管理図について述べた次の文章は、 (ク) が正しい。

<(ク)の解答群>

① 管理図は、対象とするデータの種類が、計数値か計量値かにより異なるものが使

用される。計数値には、Ｘ－Ｒ管理図が用いられる。

② 管理図は、一般的に、工程の異常を明確にするため、中心線(ＣＬ)に対して、管

理限界線(ＵＣＬ、ＬＣＬ)に３シグマ(σ)法を使用するが、その場合の異常値の発

生頻度は、０.１％以下である。

③ 工程の管理図において、管理限界線を超えた場合でも再び限界線内に戻る傾向が

みられれば、その工程は、管理・安定状態にあると判定される。

④ ｎｐ管理図及びｐ管理図は、製品が１個ごとに良品と不良品に判別できたり、１

級品と２級品に判別できる場合、サンプル全体の中の不良品数又は２級品数で工程

を管理するときに用いるものである。サンプル数ｎが一定のときはｎｐ管理図を、

一定でないときはｐ管理図を用いる。

問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、架空線路の構成について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

図は、普通地盤で埋設物の多い市街地の直流電気鉄道の軌条から５００ ｍ 離れた場所にお

ける車道を横断する場合の架空線路図を示したものである。一般に、このような環境における

電柱種別は、 (ア) を適用し、下部支線種別は、 (イ) を適用する。

また、電柱は、風圧荷重や不平衡荷重を考慮し設計荷重を決め、それに対応した基礎地盤

支持力が得られる根入れ長で設置する必要がある。一般に、普通地盤における根入れ長は、

(ウ) 以上とされている。また、軟弱地盤における支線を取り付けた電柱においては、電

柱の沈下を防止するため、 (エ) の設置などを行なう。

<(ア)～(エ)の語群>
１ １ １

① 全長の ② 全長の ③ 全長の ④ ２ ｍ
１２ ６ ５

⑤ スパイキボルト ⑥ 根はじき ⑦ コンクリート柱 ⑧ 鋼管継柱

⑨ シートパイル ⑩ 支線アンカ ⑪ 下 駄 ⑫ 鋼管柱

⑬ 鋼板組立柱 ⑭ 根かせ ⑮ 支線ブロック ⑯ まくら木

車  道

電柱種別

下部支線種別

 　(ア)　

 　(イ)　
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

地震等で被災した光ファイバケーブルの信頼性の確認について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(オ) 。

Ａ 地震等で被災した光ファイバケーブルは、震災時の曲げあるいは引張りなどのストレスが

加わったまま使用すると、信頼性の上で問題となるため、光ファイバケーブルの潜在的な異

常箇所を把握するための光学測定を実施する。

Ｂ 光ファイバの曲げ損失は、試験光が短い波長ほど損失が増加する波長依存性を持ってい

る。一般的に、信号光として使用されている波長１.３１ μｍ 、１.５５ μｍ による測

定以外に、短い波長の１.１５ μｍ で測定するＯＴＤＲ(Optical fiber Time Domain

Reflectometer)を用いることにより、光ファイバケーブル区間で異常の発生箇所を確認

する。

Ｃ 表面に細かい傷がある光ファイバは、引張り応力が加わり、ある程度のひずみが発生して

いると、その傷が成長し突然破断に至る場合がある。この光ファイバの長手方向に加わって

いる伸びひずみ分布をＢ(Brillouin)-ＯＴＤＲを用いて測定することにより、光ファイバの

破断に至る確率を推定することができる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の文章は、通信土木設備の維持・運用について述べたものである。 内の(カ)、

(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 管路布設後の試験について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である 。

<(カ)の解答群>

① マンドリルの通過試験は、ケーブルを布設する上で、支障がないか否かを確認す

るための試験である。

② 通過試験に使用するマンドリルの外径と長さは、布設されるケーブルの外径を考

慮して決められており、その構造は、両端に引き通し線が容易に取り付けられるシ

ンブルのついた棒である。

③ 気密試験は、管路の両端に気密栓を取り付け、管路内に圧縮空気を充てんして、

埋設した管路に亀裂がないかなどを、圧力の低下の有無により検出する。
き

④ マンドリルの通過試験及び気密試験は、一般管路、地下配線管路、引上分線管路

などの布設区間及び管路種別、管径にかかわらず、管路全条数を対象として実施さ

れるが、橋梁添架管路で途中にスリーブなどのある区間の気密試験は省略される。
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(ⅱ) マンホールの劣化要因について述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

<(キ)の解答群>

① 臨海埋立地や干拓地の地下水等、鉄やマンガン成分が多量に含まれている場合は、

バクテリアの活動により塩化水素を生成し、それがコンクリートを侵食し劣化を引

き起こす。

② マンホール壁面が黒く変色している場合は、一般に、マンホール外からの油類の

流入によるもので、この油類すべてがコンクリートを侵食し、劣化を引き起こす。

③ 鉄筋のかぶり厚さが小さい場合は、錆が発生し、それがコンクリートを押し広げ、

局部的なコンクリートのはく離を引き起こす。

④ マンホール内の金物類とコンクリートの中の鉄筋など、同じ種類の金属が電気的

に接触した状態になると、金物類の腐食を引き起こす。

⑤ 鉄筋は、コンクリート内の弱アルカリ性の作用で防食されているが、空気中の酸

素により中性化が進んだり、塩分が侵入すると腐食しやすくなる。

(４) 次の問の 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

海底ケーブルの絶縁故障について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。ただし、海底ケ

ーブルは、２地点間を海中分岐装置を介さずに結んでおり、両端給電が可能なシステム構成を

採り、正常時には、片側の局から全中継器への給電が可能であるものとする。

Ａ 海中区間でのケーブルの絶縁故障の場合、片端の局からのみ給電した場合と両端の局から

給電した場合とでは、故障点位置測定の精度は変わらない。

Ｂ 両端給電を行なっている場合、海中区間でのケーブルの絶縁故障が同一中継区間に２箇所

以上ある場合は、全中継器への給電ができなくなる。

Ｃ 絶縁故障の場合は、静電容量測定により故障点の測定が可能である。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



9

問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、伝送符号誤りの測定方法について述べたものである。 の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号

は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ディジタル伝送回線の符号誤り測定には、 (ア) 測定と (イ) 測定とがある。

(ア) 測定は、回線の両端に符号誤り測定器を接続して、試験信号を送受し、符号誤りを

測定するもので、１ビットごとの符号誤りまで詳細に測定できる利点を持っている。欠点として

は、サービス提供中の回線の符号誤り品質を評価できないこと、また、被測定回線を占有するた

め、回線占有に伴うコストが高く、大量回線測定・長時間測定に適さないことなどである。

一方、 (イ) 測定は、伝送パスの (ウ) を利用して、収容されている回線の符号誤り

品質を測定するもので、 (ア) 測定ほどの詳細測定はできないが、サービスを提供しながら

回線の符号誤り品質を評価できる。被測定回線を占有しないため、大量回線測定・長時間測定に

適することなどの利点を持っている。また、この測定結果をデータとして保有することにより、

回線使用者又は回線提供者が、回線の符号誤りの状況を知りたい場合は、現在又は過去にさかの

ぼってその品質を知ることができる。

(イ) 測定で伝送符号誤りの有無を知る一つの方法である奇数 (エ) チェックでは、

送り側でｎ－１個の情報ビットに対し１個の (エ) ビットを与え、ｎ個のビット中の １ の

総数が奇数になるようにする。この場合は、奇数個の符号誤りがあった場合のみ誤り検出が可能

である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 圧力発信器 ② パリティ ③ マーレー ④ テレサービス

⑤ バーレー ⑥ ハミング ⑦ インサービス ⑧ アウトオブサービス

⑨ センサ ⑩ 巡 回 ⑪ パルス ⑫ フイッシャー

⑬ 定マーク ⑭ ループ ⑮ ベアラサービス ⑯ 監視情報
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(２) 次の文章は、ある機器Ａを用いたシステムの信頼性について述べたものである。次の

内の(オ)～(ク)に最も適したものを下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、機器Ａの

信頼度は、指数分布に従うものとし、必要に応じ、下記の区間推定係数表を用い、答えは有効数

字３けたとする。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) 機器Ａの故障率が０.５ ％／時間 であるとき、アベイラビリティが９８.０ ％ であるため

にはＭＴＴＲは、 (オ) 時間 でなければならない。

(ⅱ) 機器Ａを５台使用して、３台が故障したところで使用を停止した。運用開始から故障するま

での時間は、それぞれ、１７０時間、４３０時間、２,０４０時間であった。このシステムの

ＭＴＴＦの点推定値は、 (カ) 時間 である。信頼水準９０ ％ のときのＭＴＴＦの区間

推定の上限値は、 (キ) 時間 である。

(ⅲ) 機器Ａを５台使用して、２,４００時間経過したところで使用を停止した。運用開始から故障

するまでの時間は、それぞれ、１７０時間、４３０時間、２,０４０時間であった。このシステ

ムの信頼水準９０ ％ のときのＭＴＴＦの区間推定の下限値は、 (ク) 時間 である。

指数分布に従うときの区間推定係数表(信頼水準９０ ％ )

区 間 推 定 係 数
故障数

定数打切り(上限) 定時打切り(下限)

１ １９.５０ ０.２１

２ ５.６３ ０.３２

３ ３.６７ ０.３９

４ ２.９３ ０.４４

５ ２.５４ ０.４８

<(オ)～(ク)の解答群>

① １.０１ ② ２.０２ ③ ２.０４ ④ ４.０８

２ ２ ２⑤ ５.２８×１０ ⑥ ６.０４×１０ ⑦ ８.７０×１０

２ ２ ３⑧ ８.８０×１０ ⑨ ９.６７×１０ ⑩ １.１９×１０

３ ３ ３⑪ １.９５×１０ ⑫ ２.２４×１０ ⑬ ２.４８×１０

３ ３ ３⑭ ３.２６×１０ ⑮ ５.６１×１０ ⑯ ８.２２×１０
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通信線及び屋外設備等の雷害とその対策について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信線の雷害には、直接雷電流が通信線路に流入する (ア) 雷によるものと、落雷電流

により生じた電磁波の電磁 (イ) 現象により、通信線に発生する (イ) 雷によるもの

との二つがある。

雷サージは、落雷に伴いメタリックケーブルの心線やシース、光ファイバケーブルの

(ウ) 、さらには支持線などのメタリック部分に侵入する。侵入する雷サージの継続時間

は短時間であるが、電流のピーク値は、非常に高く、屋外通信設備等を破壊することがある。

雷対策の方法としては、一般に、等電位化、バイパスアレスタ、 (エ) の設置の三つの

対策がある。等電位化対策は、屋外通信装置の接地を連接することで接地間電位差を低減して、

装置を防護する方法である。バイパスアレスタ対策は、通信線と電力線との間に介在する屋外

設備等において、両線から浸入する雷サージを雷防護素子を用いてバイパスする方法である。

(エ) 対策は、屋外通信装置と電源線間に (エ) を挿入することにより雷サージが装

置を通過しないようにして、防護する方法である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① テンションメンバ ② 接続コネクタ ③ 遮へい ④ 静電誘導

⑤ ブースタトランス ⑥ 絶縁トランス ⑦ 抵 抗 ⑧ 接 地

⑨ メカニカルスプライス ⑩ 誘 導 ⑪ 電 波 ⑫ フィルタ

⑬ スロットロッド ⑭ 間 接 ⑮ 直 撃



12

(２) 次の文章は、電柱の劣化・腐食と対策について述べたものである。 内の(オ)、(カ)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 電柱の劣化・腐食について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である 。

<(オ)の解答群>

① 従前のコンクリートポールの頭部構造は、コンクリート製キャップを載せて周り

をモルタルで固めた構造が主流であった。この構造では、キャップとモルタルとの

境目から雨水が浸透すると、モルタル内の鉄筋が腐食して膨張し、モルタルを押し

広げてひびが生じ、モルタルが剥離して、かけらが落下するおそれがある。
はく

② 寒冷地におけるコンクリート柱は、温度が下がるとコンクリート内の空気が縮小

し、温度が上昇すると空気が膨張する現象が繰り返され、表面にちりめん状や亀甲
きっこう

状などのひび割れが発生する。

③ 鋼管柱の地際部は、窪みがあると土砂がたまり、さらに、湿った状態が続くと腐

食を引き起こす。また、土壌中の部分は、土壌の比抵抗が低いほど、局部電池作用

による腐食が大きくなる。

④ 鋼管柱に張り紙防止シートや番号札を取り付ける場合は、接着剤の種類によって

腐食を引き起こすことがあるため、腐食成分を含まない接着剤を使用する必要があ

る。

⑤ 電柱に加わる荷重は、垂直荷重と水平荷重とがあり、保守上は、電柱の劣化・腐

食による曲げ強度の低下に注意する必要がある。

(ⅱ) コンクリート柱のひび割れとその対策について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 曲柱、引留柱などにおいて必要な支線を省略して過大な不平衡荷重を与えると、コンクリ

ート柱に過大な力が加わり、縦ひび割れが発生するおそれがあるため、支線等の取付けを行

い、過大不平衡荷重を除去するとともに、ひび割れが発生している場合は、早期にポリウレ

タン樹脂を注入し、化粧仕上げを行なうことが必要である。

Ｂ 地際に縦ひび割れが発生している場合は、側溝等が熱膨張して柱を圧迫することが原因に

なることがあるため、柱の周辺に目地を設けて圧力を逃がす工夫が必要である。

Ｃ 車両に接触されるなどして大きな力を受けた場合は、一般に、斜めのひび割れが発生する。

また、既に折損に近い状態となっている場合には、早急な取替えが必要である。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の文章は、事後保全、予防保全について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適

したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 事後保全について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 事後保全は、故障発生後速やかに修理し、設備の機能を修復させるために行なう保全であ

る。事後保全には、緊急保全と定期保全とがある。

Ｂ 日常生活の中で使っているテレビジョンや電球などは、普段は何も手入れをしないのが普

通で、映りが悪くなったり、電球が切れたときに取り替える。このような事後保全の方法は、

一般的に、経時保全といわれる。

Ｃ 設備使用中の動作状態の確認、劣化の検出、故障原因、故障に至る経過記録・追跡などの

目的で、動作値及びその傾向を監視する行為は、機能点検といわれ、事後保全の一つである。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 予防保全について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 故障の発生を未然に防止する予防保全の具体的な方法には、線路設備で実施して

いる地下ケーブルのガス化、電食防止対策、誘導防止対策などがある。

② 過去に発生した故障を統計的に管理、分析し、その結果を基に、故障の発生が異

常な設備に対して改善措置を実施する保全は、予防保全といわれる。

③ サービス中の稼動設備が予定の累積動作時間を経過したときに行なう保全は、機

能低下保全といわれ、予防保全の一つである。

④ 定められた時間計画に従って、計画的に試験、点検、清掃、部品交換を行い、サ

ービス中の設備の故障発生を防止する保全は、時間計画保全といわれ、予防保全の

一つである。


